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「ねえねえ

って、なんてよむかしって

る？」
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なっちゃん、

わからなかった。



- 4 -



- 5 -



- 6 -

１

ちょっと かんがえて、

「これは、いばらきでも、と
てもめずらしいよみかたなん
だよ」

「なんてよぶの？」

「おっとがわ」

と よむんだよ。

「え～、おっとがわ！どんな
かわなの？」
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「ん～、でも、くわしい
ことは、わからないな。
あきおさんにきいてみれ
ば・・・。いっしょにい
ってあげるよ。
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やくそくのひ、あきおさん
のおうちにいくと

「よくきたね」

と よろこんでむかえてくれ
た。
さっそく、はなしをきかせ

てくれた。

じつはねおっとがわのすい
げんは、おっとぬまにあるん
だ。
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このぬまからみずがながれ
でておっとがわになるんだ。
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このかわ、ほそいんだけど、
あなどれないかわなんだ。
「どうして・・・」
「それがね、このかわのちか
くにあらかわおきというちめ
いやたてものがあるんだ。
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「どうしてなの？」
「じつはね・・・。おっとが
わは、むかしむかし みずが
おおくて、しばしばはんらん
するあばれがわだったんだ。
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えどじだいになってえどとみとを
むすぶみとどうちゅう（みとかいど
う）が、すいがいのおおいちいきを
さけてつくられた。と、どうじにし
ゅくばをつくったんだ。そのときに
すいがいになやまされていたあらか
わほんごうののうみんが、あんぜん
なあらかわおきしゅくにひっこした
んだ。ひっこししたひとたちが、お
っとがわのかりゅうがみえる（あば

れるかわのおき）ので、あらかわお
きと

いう

よう

にな

った

んだ。
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あ、そうか！ひっこし
したひとたちが、おっと
がわのかりゅうがみえる
（あばれるかわのおき）
だから、あらかわおきな
んだ。

はなしをもどして
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むかしむかし。おっとぬま
は、いまより、みずがおおく、
かわぞいは、ずっと、じめじ
めしたとちだったんだ。
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かわぞいのたんぼは、しつ
でん（じめじめしたたんぼ）
で、こめづくりをしていた。
みずがひざまで、つかって
たいへんだったそうだ。
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くろうしたんだね。でも、
せんぞは、がんばった。
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そして、こめがとれるよう
になったんだ。
しょうわ４２ねんには、ほ

じょうせいびがあって、みず
はけのよいたんぼにしたり、
せまいたんぼをひろくして、
きかいをつかうことができる
ようになったんだ。
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かわぞいのいのおかちくで
は、おくりぼん（８がつ１６
にちのあさ）にはなやごちそ
う・だんごなど、おぼんで、
かざったものをいものはにの
せござにくるんで、おっとが
わにかかるいのおかおおはし
のらんかんからながしたんだ
よ。
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「へ～、そんなこともあった
んだ。しらなかった」
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（ここで、ちょっとひとやすみ）
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せんぞは、あせとなみだで、
おっとがわのすがたをかえ、
いかしながら、さいがいをへ
らし、せいかつをゆたかにす
るちえを つみかさねて き
たんだ。
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なっちゃん、いそいで
かえって、おじいちゃん
におしえてあげたよ。
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よーく、しらべたね」

めになみだをうかべて
よろこんでくれた。
なっちゃん、おもわず
にっこり。
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こうして、さんにんは、
おっとがわが、おくのの
たからものの一つだとい
うことが、よーくわかっ
た。
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こんどは、なにしらべ
ようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ

くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か

えっていった。


